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★荒尾市強調月間★

6月は
「環境美化の月」

◤おもな内容　　m a i n  c o n t e n t s

学校通信 2
まちの話題 3
保健・健康 6
子育てのひろば 8
6 月は環境美化の月 10
市民病院からのお知らせ 11
平成 29 年度当初予算特集 12
公共施設の「今」と「これから」 16
空家バンク最新 NEWS 17
荒尾マジャク釣り大会参加者募集 18
くらしの情報 19
試験・募集・イベント 23
はじめての HAPPY BIRTHDAY など 27
図書館情報 28
文化センター情報 29
相談の窓口など 30
あらおカレンダー 33

目 指す学校像は、『友だち大好き、遊び大好き、勉強大
好き　キラキラ笑顔の緑ケ丘小学校』。目標に近づく

ため、「地域とともにある学校づくり（コミュニティ・スクー
ル）」を進めています。昨年度は、地域の行事である「みど
りまつり」の企画・運営の一部を 6年生が担いました。「た
くさんの人たちに来てもらい、喜んでもらうために、自分
たちには何ができるか」に、目を輝かせて取り組む子ども
たちは一回り大きく成長しました。
　「誰かの役に立ちたい」という思いは、他の学年にも広が
り、「一日一善」の取り組みにつながりました。「一日一善」は、
誰かのために何かをすること。決して押しつけがましくな
く、見返りを求めない。誰かにやらされてするのではなく、
自分から進んで何かをする取り組みです。そんなことがさ
らっとできる素敵な子どもたちの姿がたくさん見られるよ
うになりました。

旧四小と緑ケ丘小学校の児童が
運動会で踊っていた「豊

ほうさくまい
作舞」

を復活させようと、「みどりまつ
り」で披露しました。

「一日一善」活動での校門

付近の清掃：気付いた人が、

できるときに自分から進ん

で取り組んでいます。

まちの話題

春のうららの　牡丹茶会
　 ～牡丹茶会～
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　宮崎兄弟の生家で春の牡丹茶会を行いました。
　釜や茶

ちゃせん

筅などの茶道具が並べられ、赤い毛
もうせん

氈
が敷かれた生家は一日だけの茶室となり、普段
とは違う様子に参加者は少し緊張した面持ちで
正座していました。市茶道会裏千家堀

ほ っ た
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中のお点
て ま え

前が披露されると、参加者は日本の
伝統文化であるお茶の世界を堪能していました。
茶会には約100人の参加があり、生家に咲き誇っ
た紅・白・ピンクなど色とりどりの牡丹も、訪
れた人を楽しませていました。

4/9 引き継がれる伝統の舞
 ～上荒尾熊野座神社春季例大祭～
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　上小路地区にある上荒尾熊野座神社で、春季
例大祭（ごんげんさん）に合わせて上荒尾熊野
座神社神楽（通称：子ども神楽）が奉納されま
した。五穀豊穣や家内安全を祈願して舞われる
この神楽には約 160 年の歴史があり、市無形民
俗文化財に指定されています。ことしは熊本地
震復興も祈願され、子どもたちによる力強い舞
が披露されました。同地区在住の国

くにざき

崎さんは、「毎
年楽しみに見に来ています。これからもずっと
続いて欲しい伝統ですね」と話しました。

干潟で羽を休める鳥たちを観察
　　　　　　　 ～荒尾干潟探鳥会～
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　蔵満海岸で干潟探鳥会が開催されました。春
は荒尾干潟で最も多くのシギ・チドリ類が観察
できる時期であり、約 90 人の参加者は望遠鏡な
どを使用し、羽を休める渡り鳥の観察を行いま
した。日本野鳥の会鹿児島県支部から 16 人の参
加があり、「多くの渡り鳥が近くで見られて最高
です」と感動していました。また、探鳥会後は、
干潟の貝殻を使用したプレゼントの配布や飲み
物の提供などのもてなしもあり、参加者は満足
の表情を見せていました。

4/16
◎緑ケ丘小のスローガン

友だち大好き
遊び大好き
勉強大好き

キラキラ笑顔の緑ケ丘小学校
【自分から進んで行動する】

4/23 被災地復興への願いこめて
 　　　　　　　　　　～ナデシコの花植え～

　荒尾から東日本大震災の被災地の復興を応援す
る活動の一環で、緑ケ丘小学校区の緑ケ丘地区協
議会と井手川地区協議会が共同でナデシコの花植
えをあらおシティモールA駐車場の公園で行いま
した。晴天にも恵まれ、両地区内外から参加した
たくさんの参加者は、額に汗を浮かべながらも、
約1,000 株の苗を手分けして植えました。
　緑ケ丘地区の花係を担当している城

じょう

さんは、「こ
れをきっかけに両地区共同の事業を続けていきた
いですね」と話していました。
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